
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
労
働

者
１
１
万
人
を
リ
ス

ト
ラ
し
た
た
め
「
加

入
者
減
」
「
既
裁
定

者
増
」
と
な
り
、

「
財
政
悪
化
」
し
た

か
ら
減
額
す
る
と
い

い
、
対
象
者
の
約
９

割
か
ら
同
意
を
取
り

付
け
た
と
主
張
。

「
黒
字
」
を
指
摘
さ

れ
る
と
、
リ
ス
ト
ラ

な
ど
の
合
理
化
の
効

果
で
あ
り
、
収
益
環

境
の
悪
化
は
続
い
て

い
る
。
厚
労
省
の
処

分
は
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

と
の
）
労
使
合
意
を

ふ
ま
え
た
経
営
の
自

主
性
を
も
損
な
う
と

主
張
し
て
い
る
。

一
方
、

国

は

、

確

定

給

付

企

業

年

金

制

度

は

、

将

来

支

給

す

る

企

業

年

金

の

給

付

額

を

約

束

し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
守
ら
れ
な
け

れ
ば
、
年
金
が
既
に

生
活
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
受
給
者
の
生

活
を
脅
か
す
。

３

分
の
２
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

な
お
少
数
者
の
権
利

利
益
を
保
護
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、

経
営
の
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
到
底
認
め

ら
れ
ず
、
減
額
実
施

を
認
め
る
と
す
れ
ば

（
社
会
的
に
）
重
大

な
影
響
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
、
と
主
張

し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金

訴
訟
で
は
、
Ｎ
関
労

や
電
通
労
組
の
労
働

者
83
名
（
他
に
５
１

７
名
）
が
、
訴
訟
参

加
し
て
い
る
（
訴
訟

代
理
人
は
加
藤
晋
介

弁
護
士
）
。

そ
し
て
、
単
に
国
任

せ
で
は
な
く
、
自
ら

が
労
働
者
の
立
場
か

ら
、
企
業
側
に
お
い

て
年
金
受
給
額
の
減

額
を
申
し
立
て
る
理

由
な
ど
何
ら
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、

「
企
業
の
利
益
の
た

め
に
労
働
者
の
権
利

が
勝
手
に
切
り
下
げ

ら
れ
る
こ
と
を
許
さ

な
い
」
闘
い
を
追
求

し
て
い
る
。

訴
訟
参
加
で
き
な

か
っ
た
労
働
者
も
、

訴
訟
参
加
闘
争
資
金

協
力
カ
ン
パ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
取
り

組
み
に
積
極
的
に
協

力
し
て
い
る
。

裁
判
が
最
終
局
面

を
迎
え
る
な
か
で
訴

訟
参
加
者
は
「
労
使

の
合
意
の
尊
重
」

「
年
金
制
度
の
安
定

的
運
用
」
と
い
う
幻

影
の
下
に
、
自
ら
の

負
担
軽
減
を
図
り
、

も
は
や
年
金
受
給
権

者
と
な
っ
た
か
つ
て

の
労
働
者
＝
退
職
者

の
負
担
と
犠
牲
の
上

に
、
自
ら
は
利
潤
原

理
の
下
、
利
益
の
最

大
化
を
図
ろ
う
と
す

る
の
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
主

張
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
民
間
企
業
と

し
て
も
、
そ
の
「
社

会
的
責
任
の
自
覚
と

社
会
性
を
欠
い
た
破

廉
恥
な
主
張
」
は
、

如
何
な
る
意
味
に
お

い
て
も
許
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
、

と
の
主
張
を
裁
判
所

に
提
出
し
た
。

企
業
年
金
受
給
者

は
、
「
今
年
度
税
金

が
増
え
、
特
に
国
民

健
康
保
険
料
の
値
上

げ
が
大
き
く
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

治
療
費
も
増
え
て
お

り
、
支
出
が
大
幅
に

増
え
、
減
額
さ
れ
る

と
生
活
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
」
（
聴
覚

障
害
に
よ
り
早
期
退

職
し
た
Ｏ
Ｂ
よ
り
）

「
夫
も
体
を
壊
し
て

会
社
を
辞
め
て
お
り
、

夫
と
父
を
扶
養
し
な

が
ら
な
の
で
、
固
定

資
産
税
や
家
の
維
持

費
も
大
変
に
な
っ
た
。

色
々
切
り
詰
め
て
も
、

私
の
給
料
だ
け
で
は

先
行
き
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

退
職
し
た
の
を
後
悔

し
て
い
ま
す
」
茨
城

５
４
歳
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■ Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2 07

Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金
の
減
額
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
、

「
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な

い
」
と
し
て
不
承
認
と
し
た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
こ
れ
を

不
服
と
し
て
06
年
５
月
１
日
、
不
承
認
処
分
の
取
り
消

し
を
求
め
る
行
政
訴
訟
を
東
京
地
裁
に
起
こ
し
た
。

06
年
７
月
27
日
、
第
１
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
４
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
。
次
回
は
７
月

６
日
だ
が
、
結
審
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

■発行責任者：江尻 昭正 ■編集責任者：林 信行

NTTの社長が代わる新社

長は三浦 惺氏です。

「50歳退職・再雇用」で

１１万人リストラ、企業

年金の給付減額などを推

し進めた人です。

今年も「50歳退職・再

雇用」が強行され、満了

型選択者は東北から東京

などへ配転させれていま

すが、昨年からは首都圏

から東北、北海道への理

不尽な配転が強行されて

います。

満了型選択に対する、

嫌がらせ、見せしめ配転

であることは誰もが認め

るところです。

.5.1日比谷メーデー



平
和
憲
法
が
危
な
い
！

「
戦
争
」
と
武
力
の
放

棄
を
詠
っ
た
世
界
に
誇

れ
る
平
和
憲
法
が
未
曾

有
の
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、

「
憲
法
を
守
る
」
一
点

で
大
同
団
結
し
、
当
面

す
る
参
議
院
選
挙
で
護

憲
勢
力
の
前
進
を
図
ろ

う
と
す
る
、
確
認
団
体

「
９
条
ネ
ッ
ト
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
（
２
月

24
日
）

９
条
ネ
ッ
ト
は
「
憲

法
を
生
か
し
、
改
悪
を

阻
止
す
る
」
こ
と
を
唯

一
・
最
大
の
公
約
と
し
、

広
範
に
賛
同
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

５
・
３
憲
法
集
会

日
比
谷
公
会
堂
に
６
０

０
０
人
！

安
倍
首
相
が
憲
法
「
改

悪
」
の
た
め
の
必
要
不

可
欠
で
あ
る
国
民
投
票

法
案
の
成
立
を
急
ぐ
一

方
で
、
憲
法
「
９
条
」

擁
護
の
国
民
の
意
識
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
、
今
年
の
日
比
谷
公

会
堂
は
人
が
入
り
き
れ

ず
、
屋
外
の
第
２
会
場

に
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
前

に
も
多
く
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
っ
た
銀
座

デ
モ
コ
ー
ス
は
、
連
休

を
楽
し
む
「
平
和
な
」

人
々
に
一
石
を
投
じ
ま

し
た
。

４
月
２
２
日
投
票
日

の
統
一
地
方
選
挙
で
、

Ｎ
関
労
の
組
織
内
候
補

は
浦
田
秀
夫(

船
橋)

・

小
林
良
子(

銚
子)

は
当

選
し
、
鈴
木
や
す
と
も

(

練
馬)

・
松
浦
望(

世
田

谷)

は
落
選
し
ま
し
た
。

「
働
く
者
の
生
活
と

権
利
、
そ
し
て
平
和
と

民
主
主
義
を
守
り
、
格

差
を
な
く
す
、
憲
法
を

生
活
に
生
か
す
」
を
前

面
に
出
し
闘
っ
て
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。７

月
の
参
議
院
選
挙

で
は
、
安
倍
首
相
は

「
憲
法
改
正
を
私
の
在

任
中
に
政
治
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
乗
せ
た
い
」
と
し

自
民
党
の
憲
法
改
正
案

に
は
憲
法
９
条
を
「
自

衛
軍
の
明
記
」
し
「
戦

争
の
で
き
る
国
」
へ
進

め
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
に
は
国
民

投
票
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
憲
法
を

変
え
る
か
最
終
的
に
決

め
る
の
は
首
相
で
も
な

く
国
会
で
も
な
く
私
た

ち
で
す
。

参
議
院
選
挙
は
平
和
憲

法
を
守
る
闘
い
で
す

。

３
月
２
３
日
に

Ｎ
関
労
は
東
京
、

千
葉
、
茨
城
支
部

の
３
ヶ
所
の
職
場

で
ス
ト
決
行
集
会

を
実
施
す
る
。

東
京
支
部
は

「
保
坂
組
合
員
を

品
川
ツ
イ
ン
ビ
ル

へ
配
転
さ
せ
ろ
！
」
と

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
神
奈
川
支
店
前
で
当

事
者
と
多
摩
職
場
２
人

の
組
合
員
を
含
め
て
ス

ト
突
入
集
会
を
実
施
す

る
。９

時
よ
り
会
社
に
向

か
っ
て
ス
ト
突
入
集
会

を
開
催
す
る
。

集
会
に
は
、
電

通
労
組
、
神
奈

川
全
労
協
、
神

奈
川
ワ
ー
カ
ー

ズ
ユ
ニ
オ
ン
の

仲
間
が
連
帯
の

挨
拶
を
す
る
。

保
坂
組
合
員
よ

り
「
奥
さ
ん
の

症
状
が
日
々
悪
化
し
て

い
る
の
で
、
看
護
の
時

間
を
数
分
で
も
よ
い
か

ら
付
き
添
い
た
い
の
で
、

品
川
ツ
イ
ン
ビ
ル
に
配

転
さ
せ
ろ
」
と
訴
え
る
。

最
後
に
委
員
長
の
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
終

了
し
、
次
の
行
動
へ
向

か
う
。
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Ｎ
関
労
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
の
契
約
社
員
か

ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
会

社
か
ら
、
い
じ
め
と
嫌
が
ら
せ
を
受
け

３
月
末
で
辞
め
ろ
と
言
わ
れ
。

「悔

し
い
！
納
得
で
き
な
い
」と
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｎ
関
労
に
入
り
解
雇
撤

回
の
要
求
。
闘
い
を
し
て
い
ま
す
。

彼
女
は
会
社
の
嫌
が
ら
せ
の
た
め
、
、

う
つ
病
に
な
り
３
月
の
中
旬
か
ら
病

気
休
暇
を
と
っ
て
い
ま

す
。

テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
に
対
し
て
以
下

の
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
、
雇
い
止
め
を
撤
回
し
、
前
の
職

種
の
職
場
に
採
用
す
る
こ
と
。

②
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
を
し
た
上
長

は
彼
女
に
謝
罪
す
る
こ
と
。

③
、
企
業
内
の
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
を

止
め
さ
せ
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④
、
企
業
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
慰

謝
料
を
払
う
こ
と
。

⑤
、
休
業
中
の
社
会
的
保
障
、
企

業
保
障
を
行
う
こ
と
。

⑥
、
労
災
申
請
を
行
う
こ
と
。

⑦
、
団
体
交
渉
を
開
催
す
る
こ
と
。

会
社
は
団
体
交
渉
を
拒
否
し
て
き

ま
し
た
。

東
京
都
の
労
働
委
員
会
に
て
「あ
っ

せ
ん
」を
申
請
し
、
テ
レ
ウ
エ
ル
は
応
じ

ま
し
た
。

多
く
の
契
約
社
員
が
「
上
司
の

好
き
嫌
い
」「少
し
の
ミ
ス
で
」使
い
捨

て
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
働
け

職
場
に
交
渉
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070

神奈川支店前で東京支部の仲間

0７春闘 ３・２３ストで闘う
統
一
治
体
選
挙
で
組
織
内
候
補
、
２
人
当
選

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

土浦ビル前で茨城支部スト突入集会

9条ネット発足総会


